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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 6,201 △1.4 448 △37.7 495 △36.8 330 △35.4

29年3月期第1四半期 6,291 20.1 719 ― 783 ― 511 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　416百万円 （264.5％） 29年3月期第1四半期　　114百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 17.95 17.86

29年3月期第1四半期 27.81 27.75

（注）29年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 38,637 27,553 71.2 1,493.43

29年3月期 40,303 27,505 68.1 1,490.97

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 27,497百万円 29年3月期 27,447百万円

（注）会計方針の変更に伴う遡及適用影響額を、29年３月期の数値に反映して表示しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 12.50 ― 12.50 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,000 △10.7 2,200 △32.1 2,200 △35.5 1,350 △39.6 73.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）対前年増減率は、会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、遡及処理後の数値との比較によるものであります。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 19,332,057 株 29年3月期 19,332,057 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 919,456 株 29年3月期 922,988 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 18,412,513 株 29年3月期1Q 18,401,794 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、業績予
想の前提となる条件及び利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「１.　当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境の改善等を背景に緩やかな回復基調で推移

したものの、海外の政治情勢への懸念等から、先行きについては不透明な状況が続きました。

このような環境下、当社グループは舞台設備・遊戯機械・昇降機及び保守改修の４部門で、業績の向上に取組んで

まいりました。

この結果、売上高は6,201百万円（前年同期比1.4％減）、営業利益は448百万円（同37.7％減）、経常利益は495百

万円（同36.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は330百万円（同35.4％減）となりました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（売上高はセグメント間の内部売上を含んでおりません）

製品製造関連

製品製造関連は、遊戯機械部門で海外のテーマパーク向け案件が好調に推移したことを主因に、売上高は、4,624百

万円（同9.1％増）、セグメント利益は、688百万円（同2.5％増）となりました。

保守改修関連

保守改修関連は、舞台関係で大型改修案件の完工が重なった前年同期に比べ、大型案件の完工が減少したことを主

因に、売上高は、1,548百万円（同23.5％減）、セグメント利益は、29百万円（同88.1％減）となりました。

その他

売上高は、27百万円（同12.0％増）、セグメント利益は、12百万円（同44.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,690百万円減少し、21,309百万円となりました。これは主に、売上債権の

回収により現金及び預金が883百万円増加し、受取手形及び売掛金が2,563百万円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ24百万円増加し、17,328百万円となりました。これは主に、時価評価によ

り投資有価証券が249百万円増加したのに対し、償却が進捗したことにより、有形固定資産が79百万円、無形固定資

産が133百万円減少したためであります。

この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ1,666百万円減少し、38,637百万円となりました。

（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ1,685百万円減少し、6,610百万円となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が496百万円、未払法人税等が863百万円減少したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ29百万円減少し、4,473百万円となりました。これは主に、長期借入金が94

百万円減少し、繰延税金負債（固定負債その他）が51百万円増加したことによります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ1,714百万円減少し、11,083百万円となりました。

（純資産の部）

前連結会計年度末に比べ48百万円増加し、27,553百万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金

が172百万円増加したのに対し、利益剰余金が37百万円、為替換算調整勘定が72百万円、それぞれ減少したことによ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、現時点において平成29年5月11日に公表した数値を見直しておりません。今後の業

績の推移により、見直しの必要が生じた場合には、すみやかに開示致します。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,267,636 12,150,721

受取手形及び売掛金 8,732,537 6,169,267

電子記録債権 383 96,040

有価証券 295,571 294,391

仕掛品 535,752 713,764

原材料及び貯蔵品 773,676 699,982

その他 1,440,659 1,229,740

貸倒引当金 △46,596 △44,876

流動資産合計 22,999,621 21,309,032

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,028,777 3,990,251

土地 4,068,288 4,063,969

その他（純額） 1,031,429 994,669

有形固定資産合計 9,128,495 9,048,890

無形固定資産

のれん 2,157,331 2,098,245

その他 980,956 906,334

無形固定資産合計 3,138,288 3,004,579

投資その他の資産

投資有価証券 3,763,854 4,013,627

その他 1,276,063 1,264,070

貸倒引当金 △2,434 △2,434

投資その他の資産合計 5,037,484 5,275,263

固定資産合計 17,304,267 17,328,733

資産合計 40,303,889 38,637,766
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,458,457 1,962,306

短期借入金 384,417 280,475

1年内返済予定の長期借入金 371,858 371,858

未払法人税等 1,059,818 196,509

前受金 1,906,813 1,837,790

賞与引当金 438,067 315,808

役員賞与引当金 20,000 20,000

工事損失引当金 200,173 169,792

その他 1,455,725 1,455,515

流動負債合計 8,295,330 6,610,056

固定負債

長期借入金 2,175,790 2,081,790

退職給付に係る負債 1,842,359 1,856,968

その他 484,934 534,989

固定負債合計 4,503,083 4,473,747

負債合計 12,798,414 11,083,804

純資産の部

株主資本

資本金 3,251,279 3,251,279

資本剰余金 2,423,913 2,424,117

利益剰余金 20,412,139 20,374,520

自己株式 △463,782 △462,022

株主資本合計 25,623,549 25,587,894

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,158,111 1,331,072

繰延ヘッジ損益 69,488 56,868

為替換算調整勘定 581,484 508,632

退職給付に係る調整累計額 14,682 13,458

その他の包括利益累計額合計 1,823,766 1,910,032

新株予約権 58,158 56,034

純資産合計 27,505,475 27,553,962

負債純資産合計 40,303,889 38,637,766
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 6,291,382 6,201,642

売上原価 4,527,348 4,554,177

売上総利益 1,764,034 1,647,464

販売費及び一般管理費 1,044,494 1,199,027

営業利益 719,539 448,437

営業外収益

受取利息 4,638 2,149

受取配当金 42,163 49,552

保険配当金 30,329 6,243

その他 9,816 10,753

営業外収益合計 86,948 68,698

営業外費用

支払利息 4,015 4,607

支払手数料 1,136 1,358

持分法による投資損失 - 12,094

為替差損 17,193 3,103

その他 155 110

営業外費用合計 22,501 21,273

経常利益 783,986 495,861

特別損失

投資有価証券評価損 1,646 -

特別損失合計 1,646 -

税金等調整前四半期純利益 782,340 495,861

法人税等 270,534 165,299

四半期純利益 511,805 330,562

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 511,805 330,562
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 511,805 330,562

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △173,041 172,961

繰延ヘッジ損益 △103,905 △12,620

為替換算調整勘定 △120,504 △72,851

退職給付に係る調整額 - △1,223

その他の包括利益合計 △397,451 86,265

四半期包括利益 114,353 416,828

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 114,353 416,828

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（原価差異の繰延処理）

操業度の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見込

まれるため、当該原価差異を流動資産又は流動負債として繰延べております。

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（退職給付債務の計算方法の変更）

当第１四半期連結会計期間より、当社の退職給付債務の計算方法を簡便法から原則法に変更しております。

この変更は、過去数年にわたって従業員数が増加傾向にあり、また、平成28年６月に策定された中期経営計画

に基づく今後の業容拡大に伴い、さらなる人員増の可能性があることから、これを機に、退職給付に係る数理

計算上の見積計算の信頼性を検証したところ、原則法の採用により退職給付債務計算の精度を高め、退職給付

費用を期間損益計算により適切に反映することができると判断したために行ったものであります。

当該会計方針の変更は、遡及適用され、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表は、退職給付に係る負債が318,903

千円増加しております。また、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、売上原価が3,712千円、

販売費及び一般管理費が1,617千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ

5,329千円増加しております。前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰

余金の前期首残高は241,070千円減少しております。
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